
10)とくに高崎山自然群を対象としたニホンザルのポピ

ュレーション～社会粗放-植生環境の相互関係に関

する研究

西 都 鞄 逮

生活史部門 の杉山事丸 大沢秀行,所外の伊谷純一

郎,水原洋城,増井滋一他との共同研究である｡この研

究は生態学的な目的と同時にニホンザルの餌付け群と自

然群の保護と管刑のための誠礎虫料を得ることも目的と

している｡

研究発表 (1971年4月～1972年 3月)

論 文

1)柳が坪氾跡目土の人骨について

江原昭蕃 ･渡辺 毅

〔柳が坪退帆 22-24(1971)東海市教育委員会〕

2)木XIl谷Lh土人骨について

江原昭蕃 ･渡辺 毅

〔木刈谷追跡,(1972)刈谷市教育委員会〕

3)GcncII'cloadinanimalpopulations.Il.Dairy

goal

TakayoshiSbotake

CJap.J.Zootch.Sci.,42:409-416(1971)]

学 会 発 表

1)乳Lll淡fg仲 の トランスフェリン迫伝子の年令による

偏 りについて

圧 武 孝 並

節59回日本畜産学全 く1971)

2)口木ザルのLtfにおける空白ff迫伝的変異について

庄武孝義 ･大介よし子

野沢 誰 ･石本剛一

節16回プリマーテス研究会 (1972)

3)コロブス屈の頭盈旺キフォーゼにおける変異性およ

びその形態学的意義

江 原 昭 音

節25回日本人Wl学El本民族学連合大会 (1971)

4)挟み独ylの前突節と下突顎の形態学的分析

江 原 昭 音

節16回プリマーチス研究会 (1972)

5)ニホンザルにおける音声の年令的変化

西 都 戟 達

第16回プリマーチス研究会 (1972)

総 説

1)似て非なるもの一霊長類をたしかめる-

江 原 昭 首

〔モンキー,No.121:4-5(1971))

2)北ボルネオの家畜について

庄 武 孝 義

〔在来家畜調査団報告,5 (1972)〕

生活史研究部門

杉 山幸九 ･小 山直樹

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1)各種霊長類 (特にニホンザル)の個休群生態学的研

究

杉山事九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1. ニホンザルの自然群ないしは地域社会について,

山生,死亡,転籍,年令構成およびそれらの長年に

わたる変動の資料を玉出として,個体群の人口学的

研究を進めており. さらにこれを摂食,排出,同

化,呼吸および成長などの個休の生物経済学的資料

の収先と合わせ,ニホンザル自然個体群の生産生態

学を志向しつつある｡

2.各種霊長類の自然環境下における生活内容を明ら

かにする一環として,協同,成乳 祉会干渉などの

個体nq祉会関係を中心とした行動の分析,および個

休のたんなる岱まりを越えた存在としての,北田か

ら個体への作用をとらえていく試みを通じて,RI団

の構造や変丑をとらえる研究を進めている｡

2)狩訓u采袋民の生態人類学的研究

田 中 二 郎

現生狩猟採光民,とくに南アフ))カのブッシュマンの

生活を.生息地の食物丘,択食乱 行動丘,行動範囲か

ら社会構造にいたる生態学的研究を進めており,これは

究極的には 1)のテ-マと開通させながら,人類進化の

過程における生活様式の改元を試みようとするものであ

る｡

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

論 文

1)Characteristicsofthe sociallireofbonnet

macaques(Maracaradz'aEa)

⊂Pn'mates,12(3-4):247-266(1971)〕

YukimaruSugiyama

2)ObservationsonmatingbehaviorofwiIdsiam-

anggobbonsatFraser'sHill,Malaysla

〔PrimaEes,12(2):183-189(1971)〕

NaokiKoyama

学 会 発 表

1)鈴鹿山系霊仙山生息ニホンザル郡の観察

杉山串九 ･大沢秀行

節16回プリマーテス研究会 (1972)

2)高崎山生息ニホンザルのポピュレーションセンサス

大沢秀行 ･杉山幸丸
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西部顕述 ･増井恕一

節16回プリマーチス研究会 (1972)

総 統

1)行動学の本流

杉 山 串 丸

〔自然,'72-1:72-77(1972)〕

生埋研究部門

大沢 済 ･大島 前

日片文夫

研 究 概 要

1)脱皮適応の研究

大沢済･大島 清 ･目片文夫

近藤四郎 ･登金串突 ･岡田守彦の3氏と共同で.温度

にたいする生理的適応の総合的な研究を計画中である｡

稀 の々氾皮に適応させた個体のエネルギー代謝,体温調

節に関する生理的諸現象を程々の氾皮において概nTlす

る｡すなわち.恨対円nLl.ニ恨化快黙発生n,水分講

究IL 休弧,皮府弧.筋TG図,心屯図,脳波,呼吸塀

凪 末消血管反応,血流皿,ノルエピネフリン･チロキ

シンなどのホルモンにたいする反応,符であり,さらに

体温調節中枢の電気生現学的研究 も予定 している.ま

ず,ニホンザルについて方法を確立し.誌本的なデータ

を得たのち,しだいに他の種に及ぼし,結果をそれぞれ

の種の分布 ･生態と対比させながら比較することが窮極

の目的である｡バイオ トロンの設榊を欠く現状では,皮

密な適応の研究はできないが,さしあたっては,自然環

境温度のもとで飼育し.氾皮にたいする反応の季節的変

化を観察する予定である｡

2)匂刺激と生苑繊維の神経生理学的研究

大島 約 ･大沢 折･日片文夫

唄党刺激が中枢を介して,神経休校的に生斑脹系およ

び日印神経系に形轡を与える械精の解析を神経生理学的

にサルについて行なうもので.開発のおくれた喫党系が

どこまで中枢をゆさぶり,生殖機能に変動をもたらすか

を解明する｡

3)プロスタグランディンの避妊および分娩誘発槻序に

関する研究

大 島 清

プロスタグランディンの避妊機序が卵巣の黄体退縮作

用であるかどうか%,光学的および屯子顕微銃学的に究

明すると同時に,血中のホルモンを測定する｡経H的に

投与したときの血中プロスタグランディンの氾皮と子宮

収弧 血圧,血流皿などとのBg逆を調べ,その分娩およ

び流苑誘発機序を解明する.

4)サルの生把に関する韮斑的研究

大E3析･大沢折･目片文夫■

ニホンザル については,生息地 ととに形態も異なる

し,生砥用糊も異なるが,これらのことがらについては

形態学.生態学のU.門宏によって紙察されてきた｡生孤

は交F73からはじまって袋田維持のための北本的な行動で

ある.したがって,従来の研究を推しすすめるために,

ます人工飼田下で生如用3mこともなうホルモンの変動.

環境を変化させたときの生把放伐に及ぼす形守を検討す

るほかに,性行動における心理学的,内分泌学的宏囚も

追及し,さらに妊娠および山正朔に関する生現学的 ･免

疫学的研究もあわせ行なう｡

5)野外におけるサルの生理的槻能についての研究

目片文夫･大畠桁･大沢 済

野外でのサルをとりまく環境の変化に対して,サルが

いかに反応するかをテレメトリーによってしらペる｡サ

ルの行動,心拍数,呼吸数.体温等が気温の変化,日変

化,季節変化とどのような相関があるかを研究する｡

6)テレメトリーによるサル粗相の姿勢の比較とサルの

内職扱他との閃逆に関する研究

日 片 文 夫

サルの確聞の姿55･のEI-IT'(･を明らかにし,次いで.その

差異と内股機伐とを対比させてしらべる｡現在は研究の

節一段階として,いかなる条件下で,またいかなるデー

ターの解析方法を取れば,サルの姿勢についての四現性

ある信概できる結果が得られるかについての突放を行な

っている｡例えば,突放 space による差 (宝内 cage

と openenclosureとの差),サルの性差.年齢差,日

脚 寺問の変化等,さらにデーターの波型の解析等につい

てしらペている｡

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

翰 文

1)Effectsofacclimationtemperatureonthecom･

positionandtbermostabilityoftissueproteins

inthegoldfish,CarassiusauEatusL.

H.TsukudaandW.Ohsawa

〔AnlZOE.Zool.Japon.44(2)(1971)〕

2)Electroencephalograpllicstudiesonhomingme-

chanism inseawaterchum salmon.

KiyoshiOshima

(Rep.Japan･USA Coop.Res.inHomz'ng

Mechanz'smofChumSLZZmon.1969-1970)

3)BiophysicaleIIectsofadrenalineonthesmooth

muscleoftherabb'LtCarOtidartery.

F.MekataandII.Niu

lJ.GcTl.Physl'ol.59:92-102(1972))

学 会 発 表

1)キンギョの肝脳脱水苅群煎アイソザイムの型にたい

する銅市況皮の形野Ⅰ
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